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「木の実の減り方には 
果肉の量が関係しているか」

    6年



研究の動機 

昨年度の研究テーマ 
「木の実の減り方には色が関係しているか」 

結果 
色は関係なかった。 

↓ 
疑問 

果肉の量が関係しているのではないか？



調査方法・期間
• 夏に、実のなる木のチェックをする。 
• 秋や冬には、夏に見つけた実のなる木にテープ
を貼って日ごとに木の実の減り方について調べ
る。 

• 期間：2018年9月3日～2018年12月14日     
（チェックは7回…9月3日.10月16日.10月29日                          
11月16日.11月30日.12月14日）

• 出来るだけ果肉の量が違う木の実を調べる。



果肉の割合の調べ方
➊木の実の全体の重さを量る 

➋種と果肉を分ける 

➌種の重さを量る 

➍全体の重さ－種の重さ       をする。 

➎果肉の重さがわかったら、実全体に対する割合を求める。 

   果肉の重さ÷実全体の重さ×100



調査の結果







調べた実の種



木の実の減り方



分かったこと
• 果肉が多いのに、サンシュユとピラカンサは最
後まで残っていた。 

• サンシュユは２つ（11％）減ったが、ピラカン
サは最後まで１つも減らなかった 

• 全部の実がなくなった木は、ムラサキシキブ、ツ
ルウメモドキ、エノキ、ミズキ、ダンコウバイ。 

• エノキ、ミズキ、ダンコウバイは果肉が少ない
のに、早く食べられた。



考察
• 果肉の量は、木の実の減り方に関係ない。               
（果肉が多い順に食べられるのではなかった） 

• 糖度が高くて、毒や渋さがないもの（エノキ、ダンコ
ウバイ）から食べられる。（糖度は４年生が調査した
ものを使いました） 

• シブガキは最初は食べられなかったけど、時間がたつ
と、熟して、甘くなって食べられる。 

• サンシュユとピラカンサは果肉が多いが渋さや毒があ
るので最後まで残った。



本で調べたこと



反省

• 実の変化を調べる時写真を撮った方
が良かったけど写真を撮るのを忘れ
てしまった時があったのでちゃんと
写真を撮ればよかった。



感想
• 去年センサーカメラをかけたらアオバトとい
う鳥がピラカンサの枝に映っていた。今年は、
フィールドワークが忙しくて、センサーカメ
ラを仕掛けられなかったので、どんな鳥が実
を食べに来ているか調べられなくて残念だっ
た。 
• ３年間研究して、今まで知らなかった木の実
について知ることができた。去年から始めた
木の実の減り方調べや果肉量調べは、大変だっ
たけれど、新しい発見ができて楽しかった。
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